
_ __「 ■:i:lT ・  .  ~ えt
‐ _―・

_́,「
t    ==  ´ ‐́

≒肇
鶏 i ,こ t" ,■

~i

iF江二 i.在、コと二
Tを

―

◇今帰仁村0今帰仁村の人口 男4,813人 (+8)女 4,755人 (-3)計 9,568人 (+5)
世帯数3,533(+2)平 成 15年 10月 31日 現在
ホームベージア ドレス httpi//www nakむ in,jp



(2003年 )平成15年 12月 1日 広 報 な き じん 2

°

1日

初

角穿拶
ヨ濡碧
を,皮霊

分

○第

一

十
回
村

ど
も
会
ま

つ

り
が
十

一
月
八
日
、
村

コ
ミ

ュ
ニ

テ
イ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
村
内

十
八
カ
字

の
子
ど
も
会
が
参
加
し

て
に
ぎ
わ

つ
た
。

東
恩
納
寛
政
村
子
連
会
長
は

「村

内

の
ほ
と
ん
ど

の
字
が
参
加
し
て

い
る
の
で
、
各
字
が
切
磋
琢
磨
し

な
が
ら
、
子
供
会
ま

つ
り
を
盛
り

上
げ

て
ほ
し

い
」
と
あ

い
さ

つ
し

た
。舞

台
で
は
、
エ
イ
サ
ー
や
合
唱
、

グ
ン
ス
な
ど
各
字

の
子
ど
も
会
が 村子ども会まつり

嵐
】稀量母

多
彩
な
出
し
物
を
披
露
。
な
か
で

も
諸
志
区
子
ど
も
会
が
六
十
年
振

り
に
豊
年
祭
で
復
活
し
た
伝
統
芸

能

「
や
ぐ
ざ

い
」
に
挑
戦
。
ブ
ラ

ン
コ
の
よ
う
な
ヤ
マ
が
勢
い
よ
く

回
る
と
会
場
か
ら
盛
大
な
拍
手
が

送
ら
れ
た
。

尋

ヂ
Ｊ

▲仲宗根子ども会「空手演舞」

爾

:=要雪ギlfff

▲平敷子ども会「ウォーターボーイズ」

＞

諸
志
子
ど
も
会

「や
ぐ
ざ

い
」

一ロ

ト窪
要
子
ご
圭
ψ
（
富

銭

＞

呉
我
山
子
ど
も
会
「リ
ー
ス
づ
く
り
」

＞

上
運
天
子
ど
も
会
「オ
ジ
ー
自
慢
の

オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル
」

=紫 ●

〉・‐|「「・●:

゛
卸

＞

天
底
子
ど
も
会
「ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
」

Ｆ

暉

隣

一勢

セ
ヨ
・

　

．一一一

＞

玉
城
子
ど
も
会
呈
国
遊
び
」

―
イ
ー

‐
ヽ
声
ｒ
．ど
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的
大
山
富
＾
男
子
）
が
逆
転
で
優
勝

群
全
国
大
会
へ
　
　
県一口屡
伝

＞

大
声
援
に
迎
え
ら
れ
ゴ
ー
ル
す
る

ア
ン
カ
ー
の
佐
久
川
佑
選
手

全
国
高
校
駅
伝
大
会
の
出
場
権

を
か
け
た
沖
縄
県
高
校
駅
伝
競
走

大
会
（男
子
七
区
間
、女
子
五
区
間
）

が
十

一
月
四
日
、
村
運
動
公
園
付

帯
公
認
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
た
。

二
十
人
校
が
参
加
し
た
男
子
の

部
は

一
月
の
新
人
大
会
を
制
し
た

地
元
北
山
高
校
と
、
エハ
連
覇
を
ね

ら
う
沖
縄
工
業
が
レ
ー
ス
序
盤
か

ら
激
し
い
首
位
争
い
を
展
開
。

今帰仁村チームδ
綴含三位

鶴沖縄県高等宇碩駅イ五領 走大 会

脅

警

国頭郡陸上競技大会

募

今帰仁中が

女とtに
口位

国頭地区中体連駅伝

三
区
ま
で
ト
ッ
プ
の
沖
縄
工
を
、

四
区
で
北
山
が
大
逆
転
。
そ
の
後

各
走
者
が
安
定
し
た
走
り
で
沖
縄

工
に
三
十
秒
差
を

つ
け
て
逃
げ
切

っ
た
。

女
子

の
部
は
、
出
ユ
見
城
南
が
ゴ

ー
ル
前
で
名
護
を
か
わ
し
て
優
勝
。

北
山
は
惜
し
く
も
七
位
と

い
う
結

果
に
終
わ

っ
た
。

＞

七
位
で
ゴ
ー
ル
し
た

金
城
見
徳
子
選
手

十

一
月

一
日
、
本
部
町
中
央
公

民
館
前
を
発
着
点
に
国
頭
地
区
中

学
校
駅
伝
競
走
大
会

（男
子
、
六

区
間
、
二
十
キ
ロ

・
女
子
、
五
区

間
、
十
二
キ
ロ
）
が
行
わ
れ
た
。

夏
休
み
か
ら

一
生
懸
命
練
習
に

取
り
組
ん
で
来
た
今
帰
仁
中
は
、

男
女
と
も
に
四
位
に
入
る
健
聞
を

見
せ
た
。
な
お
、
両
チ
ー
ム
は
十

一
月
十
五
日
、
宮
古
島

の
平
良
市

で
開
催
さ
れ
た
県
大
会
に
出
場
。

女
子
が
七
位
、
男
子
が
十
位
と
健

闘
し
た
。

第
四
十
回
国
頭
郡
陸
上
競
技
大

会
が
十
月
二
十
六
日
、
名
護
市
営

陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
、
北
部
十

一
町
村
の
ア
ス
リ
ー
ト
が
熟
戦
を

展
開
し
た
。

本
村
チ
ー
ム
は
、
金
城
研
選
手

（上
運
天
）
が
百
Ｍ
で
大
会
記
録

で
優
勝
し
た
の
を
は
じ
め
、
十

一

種
目
で

一
位
を
獲
得
。
総
合
三
位

と
健
聞
し
た
。

ま
た
、
永
年
国
頭
郡
の
ス
ポ
ー

ツ
の
復
興
及
び
発
展
に
貢
献
し
た

功
績
を
称
え
大
城
勝
さ
ん
（平
敷
）

に
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
が
贈
ら
れ
た
。

な
お
各

一
位
の
種
目
は
次
の
と
お

I いh

増
▲後半追い上げて4位でゴールする

今中女子チーム

り

一
般
男
子

百
Ｍ
　

　

金
　
城
　
　
研

三
百
Ｍ

　

金
　
城

　

研

千
五
百
Ｍ
　
諸
喜
田
　
　
寿

四
百
Ｍ
Ｒ
　
村
チ
ー
ム

棒
高
跳

　

田

場

兼

昇

ヤ
リ
投

　

大
　
城
　
慎
　
也

壮
年
二
十
代

円
盤
投

　

一最

壮
年
四
十
代

百
Ｍ
　

　

島

砲
丸
投

　

石

壮
年
五
十
代

砲
丸
投

　

石

女
子

走
高
跳
　
　
大

嶺  川袋  陽

光  清幸  安

敏  陸輝  彦

城

′lヽ

牧

れ
ョ
望
ョ
コ

▲4区から5区ヘタスキを渡す今中男子チーム
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北
山
一日
担

続
編
）畜
霧
お
品

―
高
校
生
気
質
◆
昔
―

運

天

政

一

U

こ
の
と
こ
ろ
三
回
に
わ
た

っ
て

母
校
図
書
館
の
移
り
変
わ
り
を
述

べ
た
。
学
習
セ
ン
タ
ー
的
な
存
在

か
ら
、
限
ら
れ
た
生
徒
た
ち
の
読

書
の
砦
に
変
質
し
た
姿
を
通
し
て
、

生
徒
た
ち
の
図
書
館
と
向
き
合
う

姿
勢
の
変
容
を
見
た
。
こ
の
姿
勢

は
向
学
心
に
通
ず
る
も
の
が
あ
り
、

何
を
目
的
に
学
校
に
通
う
の
か
と

い
う
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
そ
こ

で
、
今
号
で
は
時
代
背
景
も
違
う

半
世
紀
前
の
高
校
生
は
何
を
目
的

（平
た
く
言

っ
て
め
あ
て
）
に
学
校

に
来
て
い
た
の
か
、
草
創
期
の
北

山
生
を
通
し
て
高
校
生
気
質
の
よ

う
な
も
の
を
三
～
三
拾

っ
て
み
た
い
。

顧
み
て
高
校
生
の
こ
ろ
の
私
に

向
学
心
は
あ

っ
た
の
か
疑
間
の
残

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
勉

強
が
好
き
と
か
言
う
こ
と
よ
り
も
、

学
歴
を

つ
け
て
出
来
る
だ
け
早
く

現
金
収
入
の
あ
る
安
定
し
た
職
業

に
就
き
、
慣
れ
な
い
畑
仕
事
で
難

儀
し
て
い
る
母
親
に
少
し
で
も
楽

を
さ
せ
て
や
り
た
く
て
勉
強
し
て

い
た
よ
う
に
思
う
。
こ
れ
は
私
に

限
ら
ず

一
般
的
な
こ
と
で
、
ま
ず

貧
し
さ
か
ら
の
脱
却
が
第

一
で
、

ど
の
科
目
に
興
味
が
あ
る
か
な
ど

論
外
で
あ

っ
た
。

子
供
ら
個
々
の
興
味
、
関
心
の

上
に
た

っ
て
適
性
を
模
索
し
、
潜

在
能
力
を
引
き
出
す
き
め
の
細
か

い
現
在
の
教
育
に
比
べ
る
と
極
め

て
大
雑
把
な
教
育
を
受
け
て
い
た

わ
け
だ
が
、
そ
れ
で
結
構
、
教
育

の
目
的
と
さ
れ
る

「生
き
る
力
」

は
つ
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
思
う
。

と
こ
ろ
で
、
今
は
高
校
全
員
入

学
の
時
代
だ
が
、
半
世
紀
前
は
進

学
率
四
〇
％
の
時
代
、
受
け
て
い

た
教
育
は
大
雑
把
で
も
、
選
抜
さ

れ
て
入

っ
た
と
い
う
エ
リ
ー
ト
意

識
が
あ
り
、
従

っ
て
プ
ラ
イ
ド
も

高
く
ま
た
差
別
意
識
も
潜
ん
で
い

た
。
高
校
を
出
た
か
ら
に
は
多
少

な
り
と
も
知
的
職
業
に
就
か
ね
ば

と
い
う
見
栄

（？
）
が
あ
り
、
エ

リ
ー
ト
意
識
と
表
裏
を
な
す
職
業

に
対
す
る
貴
賤
意
識
が
底
流
に
あ

っ
た
。

「高
校
を
出
た
の
に
バ
ス

の
運
転
手

（男
）
や
車
掌

（女
）

を
し
て
い
る
」

「高
校
を
出
て

一

般
労
務
か
」
な
ど
、
こ
の
種
の
陰

口
を
よ
ぐ
耳
に
し
た
。
し
た
が

っ

て
、
中
卒
者
か
ら
見
れ
ば
高
嶺
の

花
の
エ
リ
ー
ト
高
卒
者
に
も
そ
れ

な
り
の
悩
み
が
あ
り
、
バ
ス
の
運

転
手
に
な
る
に
も
近
隣
の
路
線
バ

ス
は
遊
け
、
遠
く
軍
基
地
内
の
ト

ラ
ッ
ク
の
運
転
手
に
な

っ
た
と
聞

か
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

次
に
、
教
育
を
受
け
る
こ
と
を

め
ぐ
る
男
女
差
別
の
話
に
な
る
が
、

そ
の
頃
ま
で
は

「女
の
子
は
、
学

校
歩
か
さ
ん
で
い
い
」
と
す
る
考

え
方
が
、
親
た
ち
の
間
に
根
強
か

っ
た
。
因
み
に
、
北
山

一
期
生
は

卒
業
生
四
十
人
名
中
男
子
二
十

一

名
に
対
し
女
子
は
十
七
名
、
二
期

は
二
十
四
対
二
十
三
で
や
や
い
い

が
、
三
期
は
四
十
三
対
十
人
で
、

女
子
は
三
割
弱
、
四
期
は
六
十

一

対
二
十

一
で
男
子
の
半
数
、
や

っ

と
五
期
で
流
れ
が
変
わ
る
が
、
こ

の
数
字
が
男
女
差
別
の
冷
厳
な
る

事
実
を
物
語

っ
て
い
る
。

話
は
変
わ
る
が
、

「歌
は
世
に

つ
れ
、
世
は
歌
に
つ
れ
」
と
言
う
。

歌
で
往
時
の
高
校
生
気
質
を
語

っ

て
み
た
い
。
今
や
テ
レ
ビ
に
カ
ラ

オ
ケ
に
世
の
中
歌
だ
ら
け
で
あ
る
。

半
世
紀
前
テ
レ
ビ
は
勿
論
無
く
、

ラ
ジ
オ
さ
え
る
く
に
な
か
っ
た
。

思
い
出
す
の
は
今
帰
仁
劇
場
の
屋

外
宣
伝
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
流
れ
る

「今
晩
の
映
画
」
の
主
題
歌
で
あ

る
。
名
護

（田
井
等
）
高
校
の
学

寮
時
代
、
部
屋
ご
と
に
演
芸
会
が

あ

っ
た
が
、
輪
番
で
歌
わ
さ
れ
て

出
て
く
る
歌
は
、
旧
制
中
学
校
歌
、

旧
制
中
学

（女
学
校
）
数
え
歌
、

応
援
歌
、
詩
吟
等
で
あ
り
、
流
行

歌
は
滅
多
に
な
か

っ
た
。
流
行
歌

は
ミ
ー
チ
ャ
ン

・
ハ
ー
チ
ャ
ン

（趣

味
、
教
養
の
低
い
、
若
い
娘
た
ち

の
こ
と
、
ミ
ー
ハ
ー
族
。
今
は
死

語
か
）
が
歌
う
も
の
で
、
エ
リ
ー

ト
高
校
生
は
歌
わ
な
い
雰
囲
気
が

あ

っ
た
。
後
年

「高
校
二
年
生
」

と
い
う
舟
木

一
夫
の
歌
が
大
流
行

し
た
こ
と
が
あ

っ
た
が
、
こ
れ
で

高
校
生
も

エ
リ
ー
ト
で
な
く
、
名

実
と
も
に

一
般
大
衆

（予
備
軍
）

に
な

っ
た
の
か
と
思

っ
た
も
の
で

あ
る
。

こ
の
半
世
紀
、
確
か
に
諸
々
の

差
別

（意
識
）
は
薄
ら
い
で
き
た
。

だ
が
貧
し
さ
や
差
別
を
タ
ー
ゲ

ッ

ト
に
育

っ
て
き
た

ハ
ン
グ
リ
ー
精

神
は
、
個
々
の
適
性
を
引
き
出
す

き
め
の
細
か
い
今
の
教
育
で
ど
う

養
え
る
の
か
、
不
登
校
は
低
年
齢

化
し
、
青
少
年
犯
罪
多
発
化
に
函

止
め
が
か
か
ら
な
い
現
実
を
前
に

戸
惑
う
ば
か
り
で
あ
る
。
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地
域

の

々

と

争
　

一

●

お
未
孝
収

穫

一ζ
〓　
‥
‐

キ　
楽・

ｌ
「

湧
川
小
学
校

十
月
二
十

一
日
、
湧
川
小
学
校

（座
間
味
法
子
校
長
）
で
動
物
飼

育
小
屋
の
完
成
セ
レ
モ
ニ
ー
と
米

の
収
穫
祭
が
同
校
校
庭
で
行
わ
れ

た
。飼

育
小
屋
は
、
子
供
た
ち
が
愛

着
を
持
て
る
よ
う
に
と
、
全
児
童

か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り

「わ
く

わ
く
動
物
ラ
ン
ド
」
と
名
付
け
ら

れ
、
父
親
ら
が
廃
材
な
ど
を
利
用

し
て
三
ヶ
月
か
け
て
完
成
さ
せ
た
。

稲
作
体
験
は
、
学
校
敷
地
内
に

父
親
ら
が
田
ん
ぼ
を
作
り
、
田
植

え
や
稲
刈
り
は
地
域
の
お
年
寄
り

ら
が
指
導
。
米
約
二
十
八
キ
ロ
を

収
穫
し
た
。

収
穫
し
た
新
米
は
、
母
親
ら
が

お
に
ぎ
り
に
し
、
交
流
を
深
め
な

が
ら
み
ん
な
で
味
わ

っ
た
。

収
益
金
七
十
万
円
が
文
化

・
ス
ポ
ー

ツ
子
ど
も
育
成
基
金
と
し
て
積
み

立
て
ら
れ
た
。

上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

今
回
で
第
二
十
二
回
を
迎
え
る

村
親
善
チ
ャ
リ
テ
イ
ー
ゴ
ル
フ
大

会
が
十

一
月
六
日
、
オ
リ
オ
ン
嵐

山
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
開
催
さ
れ
た
。

今
大
会
に
は
、
鹿
児
島
県
知
名

町
か
ら
か
け

つ
け
た
九
人
を
は
じ

め
、
村
内
外
か
ら

一
七
二
人
が
参

加
。
早
朝
の
七
時
か
ら
コ
ン
ペ
が

ス
タ
ー
ト
。
十

一
時
に
は
仲
里
吉

徳
村
長
ら
五
人
に
よ
る
始
球
式
が

行
わ
れ
た
。

プ
レ
ー
を
楽
し
ん
だ
あ
と
、
午

後
六
時
半
か
ら
村

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

酒
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
交
流
を

深
め
た
。

な
お
、
今
大
会
に
も
多
く
の
方
々

か
ら
商
品
な
ど
の
寄
贈
が
あ
り
、

＞
雲
を
作
る
実
験
を
す
る
子
供
た
ち

亡
ま

ど
ま
お

科
学
の
お
も
し
ろ
さ
や
楽
し
さ
を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
、
村
民
体
育

館
で
十

一
月
人
日
、
「お
も
し
ろ
科
学
教
室
」
が
開
か
れ
た
。

村
内
の
小
中
学
生
や
父
母
約
二
百
人
が
参
加
。
液
体
と
個
体
の
両
方
の

性
質
を
持

っ
た
ふ
し
ぎ
な
物
体
「
ス
ラ
イ
ム
」
を
作
る
コ
ー
ナ
ー
や
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
板
を
オ
ー
ブ
ン
ト
ー
ス
タ
ー
で
焼
い
て
ペ
ン
ダ
ン
ト
を
作
る
コ
ー

ナ
ー
な
ど
、学
校
や
家
庭
で
は
で
き
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
し
た
。

同
教
室
は
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
の
職
貝
と
北
部
地
域
の
教
職
員
ら

が
指
導
。
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、水
素
を
爆
発
さ
せ
参
加
者
を
驚

か
せ
る
場
面
も
あ
っ
た
。

酎
H
L

騰
４

■

醜

一

露

▲自分たちで作ったお米を味わった収穫祭

優勝 沢 砥 安
2位 与 儀
3位 渡慶次 道

ベス トグロス    (グ ロス)

男子 高 山 朝 光 71
女子 高 良 初 江 79

団体優勝  呉我山チーム

(グロス)(ハ ンディ)(ネ ット)

貿圭   7 6      8.4      67.6

徹   77   8.4   68.6
孝  78   8.4   69.6

ゴルファー172人が

交流を深める

村親善チャリティーゴルフ大会

▲団体優勝した呉我山チーム



交走健
康
の
保
持
増
進
を
図
り
な
が

ら
、
世
代
間
の
交
流
を
深
め
よ
う

と
村
老
人
婦
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が

十
月
十
九
日
、
村
営
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
行
わ
れ
た
。

競
技
は
、
仲
嶺
盛
治
さ
ん

（仲

宗
根
）
と
喜
屋
武
貞
子
さ
ん

（仲

宗
根
）
が
力
強
く
選
手
宣
誓
を
し

＞

盛
り
上
が
っ
た
婦
人
会
の

「千
Ｍ
リ
レ
ー
」

０
こ
、隔
っ
こ

章
と
深
め
る

老
人
婦
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会

た
後
、
選
手
全
員
に
よ
る
準
備
体

操
か
ら
始
ま

っ
た
。

お
年
寄
り
と
小
学
生
が
競
う
玉

入
れ
や
、
婦
人
会
員
に
よ
る
各
字

対
抗
千
Ｍ
リ
レ
ー
、
踊
り
な
ど
老

人
婦
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ら
で
は

の
楽
し
い
競
技
に
さ
わ
や
か
な
汗

を
流
し
た
。

リ
ズ
ム
を
取
り
な
が
ら
走
る

＜

「
二
人
三
脚
リ
レ
ー
」

(

＞

「か
ぎ
や
で
風
」
で
始
ま
っ
た
敬
老
会

御
霊
を
慰
め
焼
香

村
平
和
祈
願
察

す
べ
て
の
人
類
の
平
和
を
願
い
、
　
長
が
「諸
霊
の
残
さ
れ
た
尊
い
教

戦
没
者
の
霊
を
慰
め
る
村
平
和
祈

　

訓
を
か
み
し
め
、
世
界
の
恒
久
平

願
祭
が
十
月
二
十
日
、
村
慰
霊
塔

　

和
実
現
の
た
め
、努
力
を
し
ま
す
」

前
で
遺
族
関
係
者
ら
が
参
列
し
て

　

と
あ
い
さ
つ
。

行
わ
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
後
、
参
列
者

一
人
ひ
と
り

参
列
者
全
員
で
黙
と
う
を
捧
げ

　

が
焼
香
し
て
平
和
へ
の
誓
い
を
新

た
後
、
与
那
嶺
善
太
郎
村
遺
族
会

　

た
に
し
た
。

題
晨
が
溶
年
奪
り
肥
懸
胡

仲
宗
根
区
敬
老
会

多
年
に
わ
た
り
社
会
に
貢
献
し

て
き
た
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
に
感

謝
し
、
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
十

月
二
十
五
日
、
仲
宗
根
区
の
平
成

十
五
年
度
敬
老
会
が
同
区
公
民
館

で
行
わ
れ
た
。

敬
老
会
に
は
、
お
年
寄
り
ら
約

百
五
十
人
が
参
加
。
舞
台
は
三
味
線
、

琴
な
ど
に
よ
る
「
か
ぎ
や
で
風
」
で

幕
開
け
。
小
中
学
生
や
婦
人
会
員

ら
が
琉
舞
や
ダ
ン
ス
を
披
露
し
て

集
ま

っ
た
お
年
寄
り
を
喜
ば
せ
た
。

ま
た
、老
人
会
員
の
余
興
も
あ
り
、

八
十
九
歳
の
運
天
直
子
さ
ん
が
若
々

し
い
つ
や
の
あ
る
声
で
民
謡
を
熱

唱
し
、
本
本
場
か
ら
盛
大
な
拍
手
が

送
ら
れ
た
。

＼ 、

▲多数の関係者が参列した

(2003年 )平成15年 12月 1日 広 報 な き じん 6
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法
務
大
臣
か
ら

感
謝
状

前
人
権
擁
護
委
員
の

島
袋
輝
志
雄
さ
ん
と

諸
喜
田
ス
エ
子
さ
ん
ヘ

長
い
間
村
民
の
人
権
相
談
に
尽

く
し
て
き
た
島
袋
輝
志
雄
さ
ん
（諸

志

一
七

一
）
と
諸
喜
田
ス
エ
子
さ

ん
（仲
宗
根
三
三
九
）
に
こ
の
ほ
ど

法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ

十

一
月
十

一
日
、
村
役
場
で
伝
達

式
が
行
わ
れ
た
。

島
袋
さ
ん
と
諸
喜
田
さ
ん
は
、

平
成
元
年
か
ら
平
成
十
五
年
八
月

ま
で
人
権
擁
護
委
員
を
務
め
、
人

権
思
想
の
啓
発
普
及
に
尽
く
し
た

功
績
が
認
め
ら
れ
た
。

▲人権擁護委員を15年務めた

島袋さん (左 )と諸喜田さん (右 )

喩
鱒

玉城 りつ子さん

村
ジ
ュ
ニ
ア
リ
‥
ダ
ー
が

富
古
島
へ
支
援
金
贈
る

去

っ
た
十

一
月
八
日
に
催
さ
れ

た
第
二
十
回
子
ど
も
会
ま

つ
り
に

お

い
て
、
村
ジ

ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

ク
ラ
ブ
（仲
里
麻
美
会
長
）
は
台
風

の
大
き
な
被
害
に
み
ま
わ
れ
た
宮

古
島
の
子
ど
も
会
仲
間

へ
の
支
援

の
募
金
を
呼
び
か
け
た
。

会
場
に
お
い
て
七
、
一
三
ハ
五
円

が
集
り
沖
縄
県
子
連
を
と
お
し
て

宮
古
島
の
子
ど
も
た
ち

へ
届
け
ら

れ
た
。

国
保
税
の

徴
収
隔
託
員
を
配
置

平
成
十
五
年
十

一
月
十
日
か
ら
、

新
し
く
村
国
民
健
康
保
険
税
の
徴

収
嘱
託
員
と
し
て
玉
城
り

つ
子
さ

ん
を
配
置
し
ま
し
た
。

徴
収
嘱
託
員
は
保
健
税
徴
収
業

務

の
ほ
か
、
国
保
に
関
す
る
様

々

な
ご
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
お
宅
を
訪
問
の
際
に

は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

農業者年金に加入しましょう
|―

 i: 
― ―

  
―― ―

農業従事者なら誰でも加入

●60歳未満の国民年金第 1号被保険者であって年間60日 以上農業に従

事する者であれば誰でも加入できます。

●農地を持たない農業者や家族従事者も加入できます。

積立方式で安定した財政運用

●将来受給する年金は自らが横み立てる方式となり、少子高齢化の進展
にも対応でき、長期に安定した制度です。

●確定給付型でなく確定拠出型の積立式であるため、運用のいかんにか

かわらず、安定した運営が可能です。

積立金は安全かつ効率的に運用

●積み立てられた保険料は農業者年金基金が債券を中心に安全かつ効

率的に運用します。

●年金原資の積立期間は安定性に配慮しつつ有利な運用を、年金支給期

間は全額債券で安全性を重視した運用を行います。

保険料の手厚い国庫助成

●認定農業者等一定の要件を備えた意欲ある担い手に対し、保険料 (月

額 2万 円)の 2割 、3割又は 5割の政策支援 (保険料の国庫助成)が あ

ります。

保険料を自由に選択

0政策支援を受けない場合、保険料を月額最低 2万円から最高 6万 7千
円まで千円単位で加入者自身が選択できます。また、減額・増額は任意

です。

税制面でも大きな優遇措置

0保険料は全額社会保険料控除の対象となり、年金給付についても公的

年金等控除の対象となります。

80歳までの保証が付いた終身年金

0年金は終身受給できます。加入者や受給者が80歳になる前に亡くなっ
た場合は、80歳 までに受け取ると仮定した金額を死亡一時金として遺

族が受け取れます。

農業者年金制度の詳しい内容や加入の申込みにつしヽては、農業委員会叉

は」Aヘ

馨
＝
姦
鐙

村
営
葬
斎
場

の
祭
壇

の
設
置

に
伴

い
使

用
料
が
平
成

十
六
年

一
月

一
日
よ
り
次

の
よ
う
に
替

わ
り
ま
す
。

葬
斎
場
及
び
祭
壇
使
用
の
場
合
、

一
回
に
付
き
、
一
一千
五
百
円
か
ら

一
万
円
に
な
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
保
健
予
防
課
ま
で

電
話
　
五
六
十

二

一
〇

一

平成16年 1月からぴん。ガラス類の

分用u収集がはじまります!

びん・/,ラス頼を土木円軽量資材・上士窯E貿良市′よヘ
とリサイクんします !

し`大下の『びん 。ガラス頬』がリサイクんの文・」象と
なりますので分周」して出してください。

観 囲 励  m棚 観 洵

“

功 電 り上争用

★びん 。ガラス類の出し方

①キャップや心ヽたは取つて、一度水洗いしてから

出してください。

②びん 。ガラス類だけを別のもえナよいこみ袋にま

とめて出して下さい。

☆収集日
びん 。ガラス類の収集日はもえないこみの日に、

分別して出して下さい。
◆帰仁村
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国民年金基金のお知らせ
国民年金基金は、基礎年金の上積み年金として平成 3年に、国

民年金法によつて制度化された公的な年金です。

・加入できる方
20歳から60歳未満の国民年金第 1号加入者 (個人で働いている

方、学生等)

※加入は国民年金保険料を納めていることが必要です。

・加入できない方
サラリーマンとその配偶者 (国 民年金の第 3号加入者)

国民年金保険料の免除を受けている方 (半額免除含む)

農業者年金に加入している方

。こ相談 。お問い合わせ・資料請求

沖縄県国民年金基金 0120-65-4192
〒900‐0029沖縄県那覇市旭町116番地30(自治会館 5階)

新春初走 りだ !一緒に走ろう今帰仁路 I

第26回今帰イ三本寸
新春ロードレース大会

0小学生 男女 1血I(3～ 4年生)

0小学生 男女 2Kふ江 (5～ 6年生)

0中学生 男子 3Kふ/1 0中学生 女子 2印I

O一般 (高校生含む) 男子104/1 女子 3KM
030代 5KM 040代 3KM 050代 3KM

期 日:平成 16年 1月 2日 (金 )

時 間 :午前 8時受付 9時開会式 9時30分スタート

場 所 :村運動公園ホッケー場

申込み方法 :申込用紙に記入の上、今帰仁村体育協会事務局まで

k申込用紙は、役場、枚育委員会、村民体育館内 (村体育協会)に あります。》

TEL fax56‐5955(村民体育館内)

参 カロ料 :ガ 中ヽ高生300円 一般500円 (保険料含む)

受付期間 :平成15年12月 2日 (火)～平成15年12月 19日 (金 )

(参加料持参でお願いします。)

主催 今帰仁村体育協会

第13回 今帰仁村健康まつり
～探そう見つけよう !自分にあつた健康づくり～

12月 13日 (土 )・ 14日 (日 )

会場 :村民体育館

1日日 午後2時～5時
14:00       開会式・展示コーナー オープン

14:20～ 15:00  健康語演会

「健康づくりと運動」

15:00～ 1フ:00  健康チェック及ぴ各コーナー

乗馬体験コーナー

15:15～ 17:00  グラウンド」
｀
ルフ大会

一
ｉｌ！‐一本 イI!!|

2日 目  年前 9時～年後 5時
8:00～ 11:00  乙羽朝市

9:00～ 1フ:00  各展示・健康チェック等各コーナー

スーパー ドッジ大会 (グラウンド)

10:00～ 17:00  乗馬体験コーナー

10:00～ 刊2:00  健康まつリウォーキング大会 (8km)

14:00～ 15:30  健康語演会

健康づくりと住み良いむらづくり

―超高齢化社会に向けた大洋村の挑戦―

16:00～ 17:00  水中運動数室 (ウ ォーキング)

主催 今帰仁村健康まつり実行委員会

第5則人権週間
12月 4日 (木)から10口 (水)は「 /ヽ権廻問」です。

人権週間とは?

国際連合は、昭和23年 (1948年 )第 3回総会で世界

人権宣言が採択されたのを記念し、昭和25年 (1950年 )

第 5回総会において、世界人権宣言が採択された12月 10

日を人権デーと定めるとともに、すべての加盟国にこれ

を記念する行事を実施するよう呼びかけています。法務

省と全国人権擁護委員連合会は、世界人権宣言が採択さ

れた翌年の昭和24年から毎年12月 10日 の人権デーを最

終 日とする 1週間を人権週間と定め、人権尊重思想の普

及高揚のための啓発活動を全国的に展開しています。

f′ Lミユー>コ ン点灯式
日 時 12月 16日 (火)午 後 7時

場 所 コミセン西側公園

※当日はサンタさんもやつてくるよ !

(雨天の場合 l[衣 ]フ 日(水 )に延期)

主 催 今帰仁村青年団協議会

サ),が寂ほやっこ(る
サンタの存在を信じて、夢見ている簡内の写供達に、六きな夢

や紫顔ある薫敵なクリスマスをブレゼントしませんか。融達付蕎

年会がサン0と一緒に写供達にブレゼントをお届けします。

宅配日時 12月 25日 (木)午後 7時以降

宅 固己地 村内

宅配料金 千円以上(1家族)

申込み方法
0住所、氏名、電話番号、子供の名前 (ニ ックネーム)、 年齢を記入

●希望時間や子供への約束ことがありましたら添えて下さい。

●自宅の目印になる建物、場所も記入して下さい。

●プレゼントは宅配時に受け取り (プレゼントは各家庭で準備)

※申込み用紙等詳しいことは下記まで問い合わせ下さい。

件数に限りがありますお早めに申込み下さい。

申込み締切日 12月 19日 (金 )

主 催 今帰仁村青年団協議会

申込先 (お問い合わせ)

青年会 会 長 比 嘉  均 090‐フ466‐883フ
役 場 住民課 玉 城  恵 56‐2102
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日時 :平成16年 1月 4日 (日 )午後 4時～

場所 :今帰仁村コミュニティセンター

会費 :2,000円 (当 日徴収 )

※村民どなたでも参加できます。どう

ぞ、お気軽に御参加下さい。

と き :平成16年 1月 4日 (日 )午後 2時～

ところ :本寸コミュニティセンター

式典のご案内は、今帰仁村に住所を登録されている新成人の方に通知する

ことになっています。

村出身者で現在村外にお住まいの方も参加できます。

式典に参加を希望される方は12月 19日 までに教育委員会・社会教育課に

①氏名②生年月日③村在住時の住所④現住所を連絡の上、お申し込み下さい。

電話でも受け付けます。

教育委員会・社会教育課 電話0980(56)2645・2647

☆申請書受付期間 平成16年 1月 7日 (水)～ 1月30日 (金 )

(土腱日、日曜日、祝楽日は除<)

☆受何場所 村役場福祉課、各村立保育所

保育所名及び募集人員

☆ 0歳児の入所については原則として生後 6ケ月を経過した乳児です。

★障害児保育を希望する方は、申請時にその旨を申し出てください。

☆各保育所の開所時間は、平日 (月 ～金)は午前 7時30分から午後 6時30分まで、土曜日は

午前 7時 30分から午後 1時まで。ただし、各保育所においては、土曜日の午後の保育を、

保護者の勤務等の状況に応じて午後 1時から午後 5時30分まで行います。

☆入所に必要な書類

1.保育所入所申込み書 (児童 1人につき 1枚 )

2.児童の健康診断書

3.住民票謄本 (児童 1人 |こつき 1通 )

4.就労証明書 (職場から、自営業・農業などの方は民生委員からの証明)

5。 平成15年分源泉徴収票、所得税確定申告書の写し(給与所得者、自営業者)

6.課税証明書 (平成15年度の市町村民税課税額がわかるもの。)

※村住民課で保育所入所申込み用と申請して下さい。

※平成15年 1月 2日 以降に今帰仁村に転入した方は、前住所地からの

証明。

7。 その他 (個 々の必要に応じてあ
｀
願いすることがあります。)

◎申請書は澪村役場福祉課の窓日か、各保育所でもらってください。

◎現在村立の保育所に入所しているお子さんは、継続入所の手続きが必

要です。

各保育所をとおして継続入所申請及び面接の日程をお知らせします。

◎その他保育所に入所できる基準等詳しいことについては、右記村役場

福祉課保育所事務担当か各保育所に直接お問い合わせ下さい。

―
麟 ρTT名II射静韓ゆ| 定 霙 針魏巴 11競鶏 2携続うヒ

:憲

臨魏銀 4魏電

今帰仁保育所 (天底386-2) 60人 6人 12人 12人 45人 15人

仲尾次保育所 (仲尾狽684) 60人 6人 12人 12人 15人 15人

中央保育所 (平敷295) 60人 6人 12人 12人 15人 15人

仲宗根保育所 (仲宗根440-1) 60人 6人 12人 12人 15人 15人

村役場福祉課
盗56-4189
◆帰仁保育所
盗56-2103
伸尾次保育所
盗56-2112
中央 保 育 所
a56-2フ41

仲宗根保育所
a56-5263
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保健師
だより

ちょっと気になる
乳がん女性に多い病気

増
え
て
い
る
婦
人
科
の
病
気

食
生
活
の
欧
米
化
や
運
動
不
足
な
ど
、

生
活
習
慣

の
変
化
に
伴
い
、
日
本
で
は
乳

房
や
子
宮
に
関
連
し
た
病
気
が
最
近
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
沖
縄
県
も
例
外
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
近
で
は
若
年
化
の
傾

向
も
見
ら
れ
ま
す
。

更
に
、
平
成
十
四
年
度

の
村

の
婦
人
が

ん
検
診
の
受
診
率
は
、
子
官
が
ん
１５
ｏ
・
％
ヽ

乳
が
ん
１４
・
２
％
と
低
く
、
多
く
の
人
が
検

診
を
受
け
て
い
な
い
状
況
で
す
。

今
回
は
、
乳
が
ん
を
中
心
に
お
話
し
し

ま
す
。

女
性
だ
か
ら
こ
そ
受
け
て
ほ
し
い
！

乳
が
ん
検
診
の
９
５
％
は
し
こ
り
で
発

見
さ
れ
ま
す
。
乳
が
ん
は
し
こ
り
が
１
セ

ン
チ
ほ
ど
の
小
さ
な
う
ち
に
発
見
し
て
早

め
に
取
り
除
け
ば
ほ
と
ん
ど
の
人
が
完
治

し
ま
す
。
乳
が
ん
検
診
に
は
視
触
診
、
乳
房

Ｘ
線
撮
影
法

（
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
ー
）
、
超

音
波
検
査
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
村
で
は

視
触
診
の
ほ
か
に
今
年
度
よ
リ
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
ー
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

乳
が
ん
は
自
己
検
診
に
よ
り
発
見
で
き

る
唯

一
の
が
ん
で
す
。
早
期
発
見
の
た
め
に

は
毎
月
１
回
自
己
検
診
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
豆
知
識

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
で
は
早
期
が
ん
が

発
見
さ
れ
る
割
合
が
七
割
以
上
と
高
く
、

視
触
診
で
は
難
し
い
、
手
に
触
れ
な
い
程

度
の
が
ん
が
発
見
で
き
る
の
が
特
徴
で
す
。

三
十
歳
以
上
の
女
性
は
乳
が
ん
検
診
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
一二
十
～
四
十
九
歳

の

方
は
、
年
に

一
回
の
視
触
診
を
、
五
十
歳
以

上
の
方
は
、
一
一年
に

一
回
の
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー
と
視
触
診
を
受
け
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
（厚
生
労
働
省
の

指
針
に
よ
る
）

ま
た
、
四
十
～
四
十
九
歳

の
方
に

つ
い

て
も
二
年
に

一
回
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

と
視
触
診
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の

一
回
の
撮
影
で

乳
房
が
受
け
る
放
射
線
量
は
、
東
京
か
ら

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

ヘ
飛
行
機
で
行
く
時
に
浴

び
る
自
然
放
射
線
の
量
の
ほ
ぼ
半
分
と
言

わ
れ
て
お
り
、
撮
影
に
伴
う
危
険
性
は
紅

め
て
小
さ
く
、
ほ
と
ん
ど
な
い
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

匡

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

こんな人がなりやすい !

1 初産が30歳以上
2 家族でがんにかかった人がいる
3 乳腺の病気にかかったことがある
4 初潮年齢が早い(12歳以下)

5 出産回数が少ない
6 妊娠したことがない
7 月巴満

YESが多いほど乳がんの発生の可能性が高くなります。

定期的に検診を受け。食事や運動に気をつけましょう !

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
は
？

乳
房
の
Ｘ
線
撮
影
の
こ
と
を
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
ー
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
撮
影
は
、
乳

房
の
上
下
・左
右
を
は
さ
ん
で
行
い
ま
す
。

①恥がん検診 (マ ンモグラフィー)12月 13日 (土)10:00 ～ 16:00

場  所:健康まつり会場 (体育館横駐車場) 対象:30歳以上

料  金:無料  先着60名 まで  申し込み不要

②施設検診 (子宮がん・乳がん)申 し込み期間:12月 25日 まで

対 象 者 :30歳以上、先着100名   乳がんのみは不可  料金 :有料

希望者は保健センターで申し込みを行って下さい。

検査機関:運天産婦人科、平岡産婦人科、かじまやリゾートクリニック
*詳しくは今帰仁村保健センター(56-1234)ま で

お知らせ



11 広 報 な き じん (2003年 )平成15年 12月 1日

12月 /師走

O健康相談 (8BO～ 1130) 〇ウォーキングの集い (■ 00～ 保l建 センター集合)

O
Oゆいま―る (与那嶺) O健康相談 (&30～■30)

O心配ごと相談 (1&30～ 1630コ ミセン) O天皇誕生日

Ol才 6ヶ 月 3才児健診 (13Ю O～ ) O心配ごと相談 (1&30～ 1&30コ くセン)

玉城公民館) ○対立小中学校 2学期終挑式

リ

〇おもちゃ図書館 (aoo～ 1200コ ミセン)

O第 7回沖縄県市郡対抗女子駅伝大会 Oお もちゃ図書館 (900～ lZ00コ ミセン)

O健康相談 (&30～ 1■ 30) ○漁協朝市 (&00～ )

○ ツ

Oゆ い ま―る (諸志 )

○心配ごと相談 13:30～ 16:30コ ミセン)

OBCG(14:30～ )

1(9:00～ 12:00コ ミセン) 2004年 月/睦月

Ollキ康まつり (900～ 1■00運動公園) ○元旦

〇健康相談 (830～ 1■ 30) ○第26回今帰に村新春ロードレース大会 (&00受 付 9ЮO閉 会式 )

ツ 14:30´ヤ

Oゆ い ま―る (運 天 ) Oお もちゃ図書館 (900～ 1200コ ミセン)

Oリ ハビリ
O心酉己ごと相言炎 (13:30～ 16:30コ ミセン)

モヽ

O成人式
まヽ―る

Oゆいま―る (今泊) 〇健康相談 (&30～ ■30)

10100～

○ゆいま―る (渡喜に) Oゆいま―る (与那嶺)

○ お ち ゃ コミセン
O地区中学校新人総体 (21日 まで) O心配ごと相談 (la30～ 1&30コ ミセン)

O

Oお もちゃ

ムラ ン

②

⑮

⊆

付

村
社
会
福
祉
協
議
会

ヘ

○
国
吉
ス
ミ
子
さ
ん

（仲
宗
根
二
七
八

‐
五
）
よ
り
夫
、

真
規
様
の
香
典
返
し
と
し
て
十
万
円

○
営
山
弘
子
さ
ん

（平
敷
六
二
〇
）
よ
り
夫
、
清
紀
様
の

香
典
返
し
と
し
て
十
万
円

ご
芳
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

難蒸等鋒幹
穀藉愛典麹秒甥電

=清掃施設組合=
12月 28日 (日 )休 業

12月 29日 (月 ) 受入 (8時 30分～ 5時 )

※不燃ごみは午前中まで

12月 30日 (火) 受入 (8時 30分～ 5時 )

12月 31日 (水) 受入 (8時 30分～ 5時 )

1月 1日 ～ 4日 まで 休業

=最終処分場=
12月 31日 まで毎日受入 (9時～ 5時 )

1月 1日 ～ 4日 まで 休業

村民の ご協力

よろしくお願いします。

本部町今帰仁村清掃施設組合
TEL 48-3171

E 百年

士典昔楽斉唱・琉寿五超 伍踊「北山崩J

日時 平成15年 12月 13日 (土)午 後 6時 30分

場所 今帰仁村コミュニティセンター

主催 田里朝直生誕三百年記念事業会

共催 今帰仁村教育委員会・今帰仁村文化協会・

沖縄タイムス社

後援 NHK沖 縄放送局・琉球放送・沖縄テレビ

琉球朝日放送・ラジオ沖縄・ FM沖縄

問い合せ先 村教育委員会 社会教育課

担当 玉城・内間

チケット販売先 (半 1,000)村教育委員会・村商

工会・今帰仁の駅そ～れ
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第
二
十

一
回
村
文
化
祭
が
十

一
月

一
生
一
の
両
日
、
村
中
央
公

民
館
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
、
多

く
の
人
出
で
に
ぎ
わ

つ
た
。

展
示

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
児
童
生

徒
の
工
作
、
絵
画
な
ど
の
作
品
を

は
じ
め
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
生
花
、

書
道
、
手
作
り
料
理
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
力
作
が
展
示
さ
れ
た
。

中
央
公
民
館
中
庭
で
は
、
石
う

す
を
回
し
て
作
る
昔
な
が
ら
の
「と

う
ふ
づ
く
り
」
の
実
演
や
村
内

の

ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
愛
好
会
ら
が
、
原

種

に
近

い
ハ
イ
ビ

ス
カ
ス
の
苗

を
展
示
し
話
題
を
呼
ん
だ
。

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

舞
台

で
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
多
く
の
村
民
が
出
演
し
、
各
字

の
伝
統
芸
能
や
舞
踊
な
ど
を
披

露
し
た
。

＞
原
種
に
近
い
苗
木
を

展
示
し
て
話
題
に
な
っ
た

ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
の
コ
ー
ナ
ー

＞
民
芸
品
や
子
供
た
ち
の

作
品
を
展
示
し
た
講
堂

＜
仲
尾
次
区
の
「女
こ
て
ぃ
節
」
　

　

＜
上
運
天
空
手
道
場
の
演
武

▲新里直子琉舞道場の「わらべうた」

―シギ科―

遠くロシア、バイカル湖以北より渡来し、沖縄では
越冬するものもいます。

少数で行動し浅い水辺を歩き回り、昆虫、甲殻類等
を捕 ります。くちばしは黒く、わずかに上に反り、足
は灰緑色。

鳥や私達にとっても、旅の疲れを取 りゆっくりと羽
を休めることができるような、やさしい今帰仁であり
たいですね。

観察地 今泊海岸 C可口〕、諸志ナハガーラ (ナートゥ)、
仲宗根 (大井川河口)

沖縄県鳥獣保護員 (仲村渠智)

シリ■ズ寺轟    ち⑮

アオアシシギ


